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■ 2019 年度東京都予算大綱発表。

大田ネット
OTA未来カフェ「たねと食＠カフェ」
1月19日（土）13：30 ～　大田・生活者ネッ
ト事務所（蒲田駅）　西分千秋（たねと食とひ
と＠フォーラム）　03-6424-7561

大田ネット
おおたっ子子ども条例を考える集い
1月25日（金）18:00 ～　東京シューレ大田（雑
色駅）　西東京市子ども条例を読んできて感想
を言い合う・「子ども条例」に入れたい文を考
えてくる　主催：おおたっ子子ども条例を考え
る集い　03-6424-7561

東村山ネット
平和の集い　豊田直巳スライドトーク「奪われ
た場所　イラク、フクシマ」
1月27日（日）14:00 ～　サンパルネコンベン
ションホール（東村山駅）　500円（子ども・学
生無料）　042-392-7677

東京ネット
2019 年新春の集い
1月29日（火）　中野サンプラザ（中野駅）　1部：
15：00 ～ 17：00 講演「頼りあえる社会へ～自
由と可能性をすべての人に」井手英策（慶応義
塾大学教授）　2部：18：00～ 19：30交流会
1部無料、2部 4000円　03-3200-9289

目黒ネット
新春の集い
2月2日（土）13：30～　碑 Studio－みんなの
スタジオ（学芸大学駅）　1部：講演・「遺伝子組
み換え食品」の基本のき　枝元なほみ（料理研
究家）　2部：政策発表　500円　03-3791-8069

品川ネット
2019 政策発表集会「つくろう！地域共生社会の
しくみ」
2月3日（日）14：00 ～　きゅりあん 5階第 2
講習室（大井町駅）　1部：講演「政治の今を
読む」福嶋浩彦（中央学院大学教授・元我孫
子市長）　2部：政策発表／市民活動リレートー
ク　03-5751-7105
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市
民
自
治〈
憲
法
〉フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
自
治
の
視
点
で
憲
法
を
考
え
る

選
挙
区
制
が
政
権
政
党
に
極
め
て
有

利
な
制
度
で
あ
る
こ
と
、
党
中
枢
に

あ
る
者
が
公
認
権
を
行
使
す
る
こ
と

で
国
会
議
員
を
も
沈
黙
さ
せ
る
力
を

持
つ
事
実
が
鮮
明
と
な
っ
た
選
挙
だ
。

倍
さ
ん
と
二
階
さ
ん
が
公
認
阻
止
、
鳩

山
二
郎
氏
を
公
認
し
た
。
安
倍
VS
麻

生
の
代
理
戦
争
は
安
倍
勝
利
で
決
着
。

こ
れ
を
み
て
加
計
問
題
に
躊
躇
し
て

い
た
政
治
家
ら
が
推
進
に
廻
る
。
小

　

さ
て
、
憲
法
に
は
「
理
念
」
が
あ
る
。

条
文
を
取
り
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ

の
条
文
が
ど
う
い
う
憲
法
体
系
の
下

に
あ
っ
て
ど
ん
な
関
連
性
を
持
つ
か
。

安
倍
政
権
・
自
民
党
改
憲
草
案
を
睨

み
つ
つ
広
範
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
３
時
間
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
投
げ

か
け
か
ら
、
主
に
政
治
・
教
育
・
安

全
保
障
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
報
告

す
る
。

政
治
・
教
育
・
就
労
・
貧
困
ー

安
倍
一
強
政
治
の
弊
害
と
改
憲

問
題

　

長
期
政
権
下
、
権
力
者
が
申
し
合

わ
せ
る
と
こ
う
い
う
こ
と
が
起
る
、
そ

れ
が
森
友
・
加
計
問
題
だ
。
加
計
問

題
に
限
っ
て
い
え
ば
、
獣
医
学
部
新

設
の
是
非
は
政
治
家
間
で
も
駆
け
引

き
が
あ
っ
た
。
閣
内
で
は
麻
生
副
総

理
は
反
対
（
支
持
基
盤
に
獣
医
師
会
会

長
の
蔵
内
氏
）、
行
政
側
か
ら
み
れ
ば
、

特
に
加
計
学
園
に
よ
る
新
設
は
認
め

ら
れ
る
は
ず
の
な
い
案
件
で
あ
っ
た
。

　

政
治
決
断
に
至
る
背
景
に
は
、
16

年
福
岡
6
区
衆
院
補
欠
選
が
あ
る
。

麻
生
さ
ん
が
推
す
蔵
内
謙
氏
（
獣
医
師

会
組
織
候
補
）
の
立
候
補
に
あ
た
り
安

加
え
て
、
各
省
人
事
が
内
閣
人
事
局

の
基
に
あ
る
こ
と
で
官
邸
が
強
大
化
、

安
保
法
制
合
憲
と
言
い
出
す
よ
う
な

最
高
裁
判
官
だ
ら
け
に
な
り
か
ね
な

い
危
機
的
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

国
民
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
も
ち

ろ
ん
根
本
的
な
問
題
だ
が
、
直
接
的

に
は
、
日
本
で
は
2
大
政
党
が
せ
め

ぎ
合
い
国
民
が
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
し
く
み
と
し
て
の
小
選
挙
区

制
は
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
の
で
は
な
い

か
。
政
党
が
一
致
し
て
選
挙
制
度
改

革
に
歩
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

憲
法
構
造
で
言
え
ば
、
例
え
ば
24

条
は
危
険
な
改
正
で
、
狙
い
は
戦
前

の
天
皇
制
に
範
を
置
く
家
制
度
復
活

か
？　

同
時
に
安
倍
首
相
は
教
育
に

も
の
す
ご
い
意
思
を
持
っ
て
い
て
、

戦
前
回
帰
的
な
道
徳
教
育
復
権
、
歴

史
修
正
主
義
的
な
文
科
省
介
入
と

着
々
と
危
険
水
域
へ
踏
み
込
ん
で
い

る
。
給
付
型
奨
学
金
も
然
り
。
制
度

を
使
い
た
い
な
ら
教
員
の
中
に
特
定

の
民
間
企
業
出
身
者
を
相
当
数
入
れ

よ
、
困
窮
家
庭
の
学
生
に
奨
学
金
を

出
し
て
も
い
い
…
と
。
政
府
に
よ
る

大
学
自
治
の
侵
害
が
始
ま
っ
て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
は
な
ぜ
違
憲

か
ー
自
衛
隊
明
記
に
潜
む
欺
瞞

　

ま
ず
押
え
る
べ
き
は
、
日
本
へ
の

武
力
着
手
が
な
い
段
階
で
の
集
団
的

自
衛
権
行
使
は
憲
法
違
反
で
あ
る
こ

と
だ
。
日
本
国
憲
法
に
は
軍
隊
保
有

規
定
が
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
自
明

の
理
な
の
で
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は
17
年
5
月
、
9
条
へ

の
自
衛
隊
明
記
を
柱
と
す
る
加
憲
の

考
え
を
示
し
た
。
対
し
て
木
村
さ
ん

は
「
自
衛
隊
明
記
＝
任
務
内
容
が
問
わ

れ
る
こ
と
」、
以
下
3
つ
か
ら
一
つ
を

示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
と
。

　

第
1
に
、
国
際
的
に
は
可
能
な
武

力
行
使
は
全
部
解
禁
と
す
る
案
で
、

国
防
軍
創
設
案
と
な
る
。
が
、
こ
れ

を
容
認
す
る
民
意
は
１
～
2
割
に
過

ぎ
な
い
か
ら
国
民
投
票
に
耐
え
な
い

だ
ろ
う
。

　

第
2
に
、
専
守
防
衛
の
自
衛
隊
＝

個
別
的
自
衛
権
は
行
使
し
ま
す
よ
、

と
す
る
場
合
。
そ
の
く
ら
い
な
ら
と

い
っ
た
民
意
を
考
慮
す
れ
ば
発
議
は

可
能
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
個
別
的
自

衛
権
の
み
が
書
か
れ
る
か
ら
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
＝
安
保
法
制
は

違
憲
で
あ
る
こ
と
が
今
以
上
に
明
確

と
な
り
政
権
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

第
3
が
、
集
団
的
自
衛
権
も
行
使

し
て
よ
い
と
す
る
案
だ
。
こ
の
場
合

は
、
自
衛
隊
明
記
で
は
な
く
集
団
的

自
衛
権
行
使
の
発
議
に
な
る
か
ら

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
国
民
が
否
決
し

た
場
合
、
現
行
の
安
保
法
制
は
全
面

修
正
だ
。
一
方
、
可
決
さ
れ
れ
ば
、

安
保
法
制
は
初
め
て
違
憲
状
態
か
ら

脱
す
る
こ
と
に
。

　

こ
の
よ
う
に
ど
の
選
択
を
当
て
て

も
、
安
保
法
制
を
掛
け
金
に
し
た
大

博
打
を
安
倍
政
権
が
打
つ
こ
と
に
な

る
。
し
か
る
に
安
倍
首
相
は
、
自
衛

隊
明
記
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解

し
た
上
で
こ
れ
を
掲
げ
て
い
る
か
ど

う
か
？　

や
む
な
く
自
民
党
作
業
部

会
は
、
限
り
な
く
曖
昧
な
内
容
に
す

り
替
え
て
発
議
に
持
ち
込
み
た
い

作
戦
＝
「
今
」
と
変
わ
ら
な
い

専
守
防
衛
を
旨
と
す
る
自

衛
隊
明
記
で
す
よ
、
と
し

た
い
。
国
民
投
票
を
ク
リ

ア
し
て
後
は
、
こ
の「
今
」は

「
安
保
法
制
後
の
今
」、
よ
っ
て

集
団
的
自
衛
権
容
認
の
自
衛
隊
を
皆

さ
ん
認
め
た
ん
で
す
よ
、
と
し
た
い

わ
け
だ
。
マ
ス
コ
ミ
が
こ
れ
に
同
調

し
て
「
自
衛
隊
明
記
の
賛
否
」
を
聞
く

が
、
世
論
調
査
を
す
る
の
で
あ
れ
ば

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
賛
成
か

否
か
」を
問
う
べ
き
で
あ
る
。

地
方
自
治
・
市
民
自
治
の
現
場

か
ら
憲
法
を
活
か
す

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
前
川
さ

ん
は
、
自
治
体
で
は
自
治
事

務
と
法
定
受
託
事
務
が
行

わ
れ
る
が
、
学
校
教
育
は

自
治
事
務
で
あ
る
。
法
的
根

拠
が
あ
る
か
憲
法
に
違
反
し
な

い
限
り
で
し
か
国
は
教
育
に
介
入
す

る
権
限
を
持
た
な
い
。
自
治
の
現

場
か
ら
教
育
を
変
え
て
く
力

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

憲
法
は
為
政
者
を
縛
り

権
力
を
制
限
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
よ
う
、
と
本
田
さ
ん
。

　

木
村
さ
ん
は
、
地
方
自
治
が
民

主
主
義
の
学
校
に
な
か
な
か
な
り
得

て
い
な
い
。
憲
法
を
活
か
す
市
民
自

治
の
実
践
を
み
せ
て
い
く
こ
と
が
地

方
自
治
を
輝
か
せ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
と
思
う
、
と
結
ん
だ
。

文
責
　
編
集
部
／
加
藤
千
鶴
子

　
安
倍
政
権
・
与
党
自
民
党
に
よ
る
改
憲
発
議
が
現
実
味
を
増
し
た
昨
年
。
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
団
体
参

加
す
る
「
市
民
自
治
講
座
委
員
会
」
は
昨
年
11
月
29
日
、
そ
れ
ま
で
連
続
開
講
し
て
き
た
憲
法
講
座
を
締
め
く
く
る
標

記
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
木
村
草
太
・
首
都
大
学
東
京
教
授
、
本
田
由
紀
・
東
京
大
学
教
授
、
前
川
喜
平
・
前

文
部
科
学
事
務
次
官
の
3
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
の
今
回
は
、「
市
民
自
治
」
の
視
点
で
憲
法
を
理
解
し
活
用
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
共
有
す
る
場
と
な
っ
た
（
進
行
：
金
子
匡
良
・
法
政
大
学
教
授
／
東
京
：
新
宿
）。

市民自治講座委員会主催の「市民自治《憲法》フォーラム」。全体司会は水谷泉・東京ネット代表委員 / 元豊島区議会議員。
会の趣旨説明を早稲田大学名誉教授の坪郷實さんが述べて開会。法政大学教授の金子匡良さんがパネル討議の進行を担った。
2018 年 11 月 29 日、新宿区で

木村草太さん
●首都大学東京教授

本田由紀さん
●東京大学教授

前川喜平さん
●前文部科学事務次官
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かとう涼子●子ども条例の運用を訴え、辻演説していたところ、小学生男子が自転車で選挙カーを追いかけて
きました。「地域の公園を、ボール遊びができるように変えてほしい」という口々の声。子どもにも意見や思い
がいっぱいある！  子ども参加のまちづくり、人と人、人と地域をつなげるまちづくりに、２期目も全力を尽くします！
後藤ゆう子●あまりにも低い投票率をみると、身近な自治体政治の大切さを、伝えきれなかったと痛感します。

「政治は生活をよりよくする道具」を実践するため、多くの市民に共感していただけるよう大勢のみなさんと対
話をしてまいります。

生
活
者
ネ
ッ
ト
や

共
産
党
な
ど
賛
成

13
人
（
自
民
党
会

派
他
反
対
が
6
人

／
公
明
党
4
人
は
退
席
）
で
採
択
。

こ
の
採
択
は
「
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
阻
止
に
向
け
た
『
新
し
い
提
案
』

に
基
づ
く
全
国
初
の
陳
情
」
と
、
沖

縄
タ
イ
ム
ズ
、
琉
球
新
報
な
ど
が
大

き
く
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
後
、
共

産
党
市
議
団
4
人
が
「
基
地
の
国
内

移
設
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
り
賛
成

で
き
な
い
」
と
態
度
を
覆
し
た
た
め
、

意
見
書
案
は
12
月
議
会
ま
で
見
送
り

に
。
こ
の
前
代
未
聞
の
事
態
は
、
ま

た
も
や
新
聞
各
紙
や
S
N
S
な
ど
で

大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

が
、
逆
に
基
地
問
題
を
も
っ
と
知
ろ

う
と
い
う
市
民
の
動
き
を
産
み
、
学

習
会
も
複
数
開
か
れ
て
い
っ
た
。

　

賛
成
議
員
の
間
で
は
、
陳
情
者
の

合
意
を
前
提
に
文
言
を
修
正
し
、
12

月
議
会
で
の
意
見
書
提
出
を
模
索
し

て
い
た
。
共
産
党
市
議
団
に
は
批
判

的
な
市
民
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
議

員
有
志
主
催
で
学
習
会
「
当
事
者
意

識
で
考
え
る
、
沖
縄
基
地
問
題
」
を

開
催
し
、
彼
ら
も
こ
れ
に
参
加
。
陳

情
者
、
参
加
者
た
ち
が
率
直
に
市
議

ら
と
意
見
を
交
し
た
こ
の
学
習
会
を

経
て
、
新
た
な
意
見
書
作
成
と
12
月

議
会
で
の
提
案
に
繋
が
っ
て
行
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
基
地
の
国
内
移
設
を
容
認

す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
書
き
加
え

る
な
ど
し
た
意
見
書
で
合
意
し
、
12

月
6
日
の
本
会
議
で
は
賛
成
13
、
反

対
10
の
賛
成
多
数
で
可
決
。
混
迷
か

ら
収
束
へ
―
―
議
会
で
繰
り
広
げ
ら

れ
た
一
連
の
動
き
は
、
沖
縄
の
基
地

問
題
を
広
く
知
ら
せ
、
当
事
者
意
識

を
高
め
た
、
民
主
主
義
の
実
践
的
な

学
び
の
場
で
あ
っ
た
と
、
振
り
返
っ

て
い
る
。
こ
の
意
見
書
の
動
き
が
、

全
国
へ
広
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

地球温暖化W講演会
1月 19日（土）13：40 ～　武蔵野公会堂ホール（吉祥寺駅）　江守正多（国立環境研
究所地球環境研究センター）、岸雅明（環境省地球環境局地球温暖化対策課）　500円
共催：PV-net ／パルシステム東京　070-6557-7984

日米地位協定と沖縄～日米外交の問題を考える
1月 27日（日）　八王子市北野市民センター（北野駅）　10：00 ～映画「SAVE 辺野古」
11：00 ～映画「SOS 宮古島」　13：00 ～講演：前泊博盛（沖縄国際大学教授）　800円
（中学生以下無料）　横田行動実行委員会　042-525-9036

なぜ急ぐ？原発再稼働　どうしてやるの？武器輸出
1月 29日（火）18：30 ～　ココネリ3階研修室 1（練馬駅）　杉原浩司（武器輸出反
対ネットワーク）、片岡遼平（原子力資料情報室）　500 円　憲法骨抜きNO！ねりま　
090-8311-6678

編集後記／ 2019 年の幕開けですが、政治状況、社会情勢になかなか希望を見いだせません。でも立ち止まっているわけにはいかない。もっとも身近
な自治体選挙である統一地方選の区議会議員選挙・市議会議員選挙を4月21日にひかえ、生活者ネットワークは、地道に市民の政治参加を訴え、全
員当選をめざします。権力者や行政が決めた方向へ人々を誘導するのではない、市民自治が息づく自治体へ――地域から政治を変えることから、原発
ゼロや、沖縄への差別的な基地の押しつけの解消にむけて、国の政治を動かすことにつながるよう、あきらめずに活動を続けていきます。（上坂）
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政
府
は
昨
年
12
月
14
日
、
米
軍
辺

野
古
新
基
地
建
設
を
視
野
に
入
れ
埋

め
立
て
区
域
に
土
砂
の
投
入
を
開
始

し
た
。
沖
縄
県
の
玉
城
知
事
が
13
日
、

岩
屋
毅
防
衛
相
に
工
事
の
中
止
を
求

め
た
が
、「
辺
野
古
が
唯
一
の
解
決
策
」

と
す
る
政
府
は
埋
め
立
て
を
強
行
、

沖
縄
の
民
意
を
ふ
み
に
じ
る
暴
挙
に

大
多
数
の
国
民
の
非
難
・
抗
議
の
声

が
高
ま
っ
て
い
る
。
直
前
の
6
日
、

小
金
井
市
議
会
が
9
月
定
例
会
で
採

決
を
見
送
っ
た
、
米
軍
普
天
間
飛
行

場
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
中
止

な
ど
を
国
に
求
め
る
意
見
書
が
一
部

修
正
の
う
え
、
12
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
た
直
後
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

議
会
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
意
見

書
提
出
の
動
き

　

溯
る
9
月
25
日
、
小
金
井
市
議
会

本
会
議
に
て
「
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
中
止
と
、
普
天
間
基
地
代
替
施
設

の
問
題
に
つ
い
て
民
主
主
義
お
よ
び

憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る
べ

き
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
」
が
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
陳
情
書
は
、

米
軍
普
天
間
基
地
の
県
外
・
国
外
移

転
を
国
民
全
体
で
議
論
し
、
新
基
地

が
必
要
と
す
る
な
ら
ば
「
当
事
者
意

識
を
持
ち
」
決
定
す
る
こ
と
と
、
意

見
書
案
を
国
・
国
会
へ
提
出
す
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
、
提
出
し
た
の
は

市
内
在
住
で
沖
縄
県
出
身
の
若
者
で

あ
っ
た
。

　

総
務
企
画
委
員
会
で
の
陳
述
で
は

「
８
割
を
超
え
る
国
民
が
日
米
安
保
を

支
持
し
な
が
ら
沖
縄
に
米
軍
基
地
問

題
の
負
担
を
強
い
る
の
は
差
別
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
。
基
地
問
題
を
沖

縄
だ
け
の
こ
と
に
せ
ず
、
自
分
事
と

し
て
国
民
が
全
体
で
議
論
し
て
ほ
し

い
、
と
訴
え
た
。
こ
の
点
で
は
、
基

地
は
必
要
と
考
え
る
議
員
も
「
沖
縄

へ
の
偏
り
は
反
対
」
と
し
て
賛
成
し
、

全
国
で
初
！

小
金
井
市
議
会
が
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
中
止
と
、

普
天
間
基
地
代
替
施
設
問
題
に
国
民
的
議
論
を
求

め
る
」
意
見
書
を
可
決
！

東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］
　

東
京
都
知
事
部
局
の
障
が
い
者
雇
用

率
は
2
・
73
％
。
障
が
い
者
Ⅲ
類
選
考
の

対
象
を
２
０
１
６
年
度
か
ら
、
身
体
障
が

い
者
の
18
歳
以
上
28
歳
未
満
か
ら
、
18

歳
以
上
40
歳
未
満
へ
と
受
験
年
齢
を
拡

大
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
、
精
神
障
が

い
者
、
知
的
障
が
い
者
を
対
象
に
し
た
。

障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
と
し
て
期
待
す

る
も
の
だ
が
、
17
年
度
は
採
用
予
定
者

数
45
人
に
対
し
合
格
者
は
35
人
、
18
年

度
は
採
用
予
定
者
数
が
45
人
か
ら
40
人

に
減
少
す
る
な
ど
残
念
な
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正
に
よ
る
合

理
的
配
慮
の
義
務
化
を
受
け
、
都
は
合

理
的
配
慮
事
例
集
を
改
訂
し
、
庁
内
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
活
用
で
周
知
を
進
め
て
い
る

が
、
現
場
で
は
、
配
慮
や
力
を
引
き
出
す

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
手
探
り
状
態
に

あ
る
。

　

一
人
ひ
と
り
の
合
理
的
配
慮
、
職
域
拡

大
、
定
着
な
ど
障
が
い
の
特
性
と
仕
事
を

つ
な
ぐ
障
が
い
者
就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
設
置
を
求
め
た
。

男
性
の
育
休
取
得
率
７
％
、
目
標
15
％

実
態
把
握
し
て

実
効
性
あ
る
も
の
へ

　

男
女
平
等
参
画
の
一
つ
と
し
て
、
都
職

員
男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
拡
充
に
期

待
し
て
い
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
出
産
に
伴

う
２
日
以
内
の
出
産
支
援
休
暇
、
生
ま
れ

た
子
や
上
の
子
の
養
育
の
た
め
の
５
日
以

内
の
育
児
参
加
休
暇
は
約
８
割
が
取
得

し
て
い
る
も
の
の
、
育
児
休
業
取
得
は
約

７
％
と
激
少
。
都
は
２
０
１
９
年
度
ま
で

に
15
％
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
が
、
現
実

と
は
乖
離
し
て
い
る
。

　

子
育
て
や
地
域
生
活
の
経
験
は
、
都
の

施
策
の
幅
を
広
げ
る
。
取
得
日
数
や
、
取

得
を
躊
躇
す
る
原
因
な
ど
実
態
を
把
握

し
、
実
効
性
あ
る
取
得
拡
大
に
つ
な
ぐ
よ

う
求
め
た
。

や
さ
し
い
日
本
語
、
多
言
語
で

外
国
人
へ
の
災
害
情
報
の
充
実
を

　

大
阪
北
部
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
な
ど
の
際
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
支

援
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
何
が
起
き
た
か
わ
か
ら
な
い
、

ど
こ
に
逃
げ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、

情
報
源
と
し
て
頼
れ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
充
電
場
所
も
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

外
国
人
が
困
惑
し
た
。

　

避
難
→
逃
げ
る
、
給
水
車
→
水
を
配

る
車
と
す
る
な
ど
難
し
い
熟
語
の
多
い
災

害
や
避
難
の
用
語
を
や
さ
し
い
日
本
語

に
言
い
換
え
る
、
多
言
語
対
応
を
進
め
る

な
ど
速
や
か
な
対
応
を
求
め
た
。

都議会総務委員会から

障がい者雇用を促進する
就労支援コーディネーター設置を

「止めろ！12.14 辺野古土砂投入　3 日間連続官邸前座
り込み行動」1 日目の 12 月 12 日、沖縄選出の参議院
議員、伊波洋一さんも参加し発言した

2018西東京市議選
西東京・生活者ネットワーク

かとう涼子
後藤ゆう子二人当選！

●
鈴
木
美
紀（
西
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
）

　

国
政
で
は
国
会
で
の
強
行
採
決
や
、

沖
縄
の
民
意
を
踏
み
に
じ
る
辺
野
古
へ

の
対
応
な
ど
、
政
治
へ
の
不
信
が
満
ち

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
で
の
対
話
を
大
切
に
、
昨
年
か
ら

署
名
活
動
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、

歩
い
て
人
に
会
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ず
ー
っ
と
生
活
者
ネ
ッ
ト
を
応
援
し
て

い
る
」「
今
回
は
誰
？
」
と
い
う
声
を
聞

き
、
政
治
は
生
活
の
道
具
で
あ
る
こ
と

や
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
の
議
員
が
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
制
で
市
民
を
代
理
し
て
い
る
こ

と
が
浸
透
し
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
運
動
グ
ル
ー
プ
の
地
域
で

の
活
動
が
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
の
理
解
者

を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

も
感
じ
ま
し
た
。
新
た
な
世
代
へ
ど
う

運
動
を
広
げ
て
い
く
か
が
課
題
で
す
が
、

西東京市議会議員選挙
2018 年 12 月 23 日投票

加藤涼子　2 期目　2772 票　4 位　当選
後藤優子　2 期目　2705 票　5 位　当選
定数 28　立候補者 33　投票率 36.84%

対
話
（
人
と
向
き
合

う
こ
と
）
が
基
本
で

あ
る
こ
と
は
、
政
治

を
行
う
者
と
し
て
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
の
思
い
を
、
２
人

の
当
選
を
受
け
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　昨年12 月23日、西東京市議会議員選挙が行われ、西東京・生活者ネットワー
クの現職、かとう涼子と後藤ゆう子の二人が、ともに上位当選を果たしました。


